
１　戦略的地震防災対策推進プランの進捗について

（１）平成30年度の進捗状況

　　全体として概ね順調に推移
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⑥京都らしさを保った復興を実現する 

(観光客保護、文化財保護等) 

⑤災害後の府民生活を守る 

(救出・救助・避難体制、応急対策等) 

④行政の危機対応能力の向上を図る 

(情報伝達・初動体制、訓練、機関連携等) 

③地震に強い京都の人づくりを進める 

(防災意識向上、自主防・消防団等) 

②地震時のすまいの安全、 

地震後のすまいの安心を守る 

(住宅の耐震化、室内安全対策) 

①地震に強い京都のまちづくりを進める 

(学校等耐震化、インフラ・ライフライン等） 

（計83） 

政策目標別の状況 
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①地震等に強い京都のまちづくりを進める 

(学校等耐震化、インフラ・ライフライン等） 

 

 

  

②地震に強い京都の人づくりを進める 

(防災意識向上、自主防・消防団等) 

 

 

 

 

③地震時のすまいの安全、地震後のすま

いの安心を守る 

(住宅の耐震化、室内安全対策等) 

 

 

 
④行政等の災害対応対策の向上を図る 

(情報伝達・初動体制、訓練、機関連携等) 

 

 

 

⑤京都経済・活力を維持し、迅速な復旧・

復興を実現する 

(企業・大学・地域の業務継続) 

 

 

⑥京都らしさを保った復旧・復興を実現する 

(観光客保護、文化財保護等) 

（計155） 

（計10） 

（計16） 

（計83） 

（計49） 

（計14） 

資料６－１ 

平成３０年度  ３３６事業のうち、１８７事業（５５．７％）が完了・定着化 

（計336） 

（55.7％） 



（２）主な数値目標の目標達成状況（推進プラン計画期間：平成２７年度～３１年度）

　防災拠点施設の耐震化 【９５％】

　公立小中学校の耐震化 【100％】

　府立学校の耐震化 【100％】

　住宅の耐震化 【９５％に近づける(H36)】

　緊急輸送道路の道路橋耐震化 【100％】

２　第二次京都府戦略的地震防災対策推進プランの進捗に係る部会の評価

３　次期京都府戦略的地震防災対策指針及び推進プランの策定について

　○　国からは新たな情報が今後も出続ける中で、府としてどのように一貫性のある対応をするか、どの施策の進捗を
　　　見れば効果的に評価できるかについて、そのノウハウを計画に記載すべき。

　○　次期対策指針及び推進プランの策定については了承。

100%

83%（H27）

100%

　○　プランは今年度末までであり、未だ「完了・定着」に至っていない項目の原因分析など、この結果が次期プランに引
　　　き継がれるよう検討願いたい。

　○　進捗管理もアウトカムにつながらないとあまり意味がないので、次期プラン策定時に検討をしてほしい。

事業（目標値） 現状（平成30年度末）

92.9%

100%


